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銚子地方の天気僅諺 向後清司
　今でも漁業者の中には朝早く空や海の状態を観察して

その日の作業の当否を判断する人がある．電子計算機に

よって天気予報が行われようとする現在，この予想の仕

方が時代に逆行するものと非難する人もあるかも知れな

い．しかし観測の少ない海上に起る現象とかスケールが

小さいために天気図の上で十分その将来まで判断できな

い現象が大きいスケールのそれに発達する揚合もあり，

とくにアジア大陸と太平洋の境界に位置する日本のよう

な所ではこのような小規模の現象が日々の天候を支配す

ることが多い．とくに銚子地方にある天気狸諺を取り上

げて見た．

　1．北の8日降り

　北風が吹いて8日も悪天が続くということですが，オ

ホーツク海の高気圧が発達して典型的な北高型となった

揚合で梅雨期ばかりでなく秋罧期にもあります，

　2．シカマ天気

　北高型の気圧配置の時と北東気流型の悪天の時によく

シカマ天気といいます．風向が北から多少東によってい

1960年4月

ると，関東の中部以北が晴れても東部は容易に晴れない

揚合が多いようです．

　3．沖に土手を築くと日中北または北西風が強くな．

　　　る．

　冬期寒冷前線が通過して大陸の高気圧が本州に張り出

している時に起るようです．季節風は夜間弱まります

が，日中になると吹き出して来ることがあり，このよう

な時沖合に雲層が堤のようにあらわれます．

　4．だんな日和

　春，秋夜中に雨が降って日中はよい天気になることで

す．これは本邦が高圧帯におおわれているけれども，日

中中部地方に地形性の低気圧が発生して，それが関東東

部を通過する時，夜間一雨ありますが日中は天気がよく

なる揚合です，

　5・ナリ（海鳴）が南から南西にある時は天気は回復

し，南東から東にある時は雨となる．また北に移動した

時は天気がよくなる．

　海鳴のある方向によって天気を知る方法です．この理

由は海鳴がウネリによって起るのかどうかという難しい

間題があってはっきりしません．
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